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▶〈関連ページ〉46、47、48、49、50、51ページ

■お問い合わせ／名城大学　農学研究科　教授　田村廣人

　e-mail：hiroto@meijo-u.ac.jp　電話番号：052-838-2446　FAX：052-833-5524

■特許の有無：無（個別の要素技術は、有）

期待される活用法
全自動化微生物検出装置は、食品業界で問題となる
食中毒菌を含む多様な微生物を出荷前までに検出す
る事ができるため、出荷後のトラブルを回避する事
が可能になる。このことは、県内の農水産・食品産業
企業の振興のみならず消費者の安心・安全な食環境
にも貢献する。また、個別の要素技術を特定の食中毒
菌の検出に機能を簡素化すれば、外食産業等の量販
店でも活用する事ができる。さらに、食品検査以外に
も、医療機関、保健所等医療のみならず環境関連の微
生物検出を必要とする分野で幅広く使用することが 
で きる。

技術的優位性
全自動迅速微生物同定技術の個別の要素技術であ
る、試料中の微生物を残してその他の食品由来成分
を除去し、同時に、微生物を濃縮する装置、最短3時
間の培養で微小コロニーを検出する装置、対象菌の
抗体と結合した近赤外光で蛍光を発する結晶をデバ
イスとする非培養法による装置、細菌胞子（芽胞）と
他の細菌細胞とを屈折率の差を利用して光学的に区
別する胞子検出装置は、いずれも他に類を見ない技
術的優位性を保有している。従って、このような個別
要素を一体化した全自動迅速微生物同定技術も、よ
り高い技術的優位性を保有している。

公定法の手法で対象の食品をストマッカー処理
後、ろ過式微生物自動分離濃縮装置で微生物と食
品を分離し、微生物を濃縮する（濃縮液）。濃縮液
を、培養法の場合は、光学式微生物微小コロニー検
査装置で培養する。その結果、製品出荷前（最短で
は培養後3時間）までに微小コロニーを検出可能で
ある。検出されたコロニーは、Strain Solutionで
株・血清型を30分以内で識別する。一方、非培養法
の場合は、近赤外蛍光検出式食中毒菌検査装置へ
受け渡す事により、濃縮液中の対象菌はデバイス
（対象菌の抗体と結合した近赤外光で蛍光を発す
る結晶）と抗原抗体反応を行い、数分以内に対象と
する食中毒菌を検出する。また、濃縮液を光学式細
菌胞子検出装置に受け渡す事により、芽胞を数分
以内に検出することができる。

食品等に含まれる微生物（食中毒菌）を下記の条件を充足し、迅速・簡便・低コストで検出できる食の安
全・安心技術の開発。検出時間は出荷前。同定・識別は30分以内。要求されている微生物の検出限界は100 CFU／g
（一般生菌数と大腸菌群数）または陰性（黄色ブドウ球菌、大腸菌、腸炎ビブリオ菌、サルモネラ菌）

全自動迅速微生物同定技術
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～～ことを目的としている。

～～開発を行った、安価かつ簡易型の～～

～～新規検出法により、食品マトリクス内から
微生物微小コロニーの正確かつ高感度に識別
可能～～

～～再培養、釣菌、同定検査～～

外 寸／W：200×H420×D：260mm
重 量
カメラ／400万画素 C-MOSカメラ（モノクロ8bit）
電 源／100V 50/60Hz
その他／USB3.0接続

PC専用ソフトウェア制御


